
複数の群の等分散の検定 
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とした時、ｋ個の群の分散値が等しいかどうかを検定する。 

 

各群の個数 𝑛1, 𝑛2,・・・・𝑛𝑘 は等しくなくてよい。 

 

但し 以下を前提とする。 

・ ｋ群のデータは正規分布に従う。 

・ 各ｋ群のデータの個数は２以上であること。 

 

各群の不偏分散を 𝑈𝑖
2 (i = 1 … k)  とする。 
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  （lnは自然対数） 

 

は 自由度 k − １の χ 自乗分布に従う。 

 

検定についての考え方は以下 

 

帰無仮説 ： ｋ群間の分散値には差がない。 つまり 𝜎1
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対立仮説 ： ｋ群間の分散値には差がないとはいえない。つまり 𝜎1
2 = 𝜎2
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T が k − １の χ 自乗分布の棄却域に入るなら対立仮説を採択。 

そうでない場合帰無仮説を採択。 

 


